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本学における「教職実践演習（理科）」の概要と課題
菅 野 治 惠
１．はじめに
　平成２８年１２月中央教育審議会の答申「幼稚園，
小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学
習指導要領等の改善及び必要な方策等について」
に続き，平成２９年３月に新小学校学習指導要領，
新中学校学習指導要領が告示された。その前文に
「これからの学校には，教育基本法第１条に定め
る目的のもと第２条の目標の達成を目指しつつ，
一人一人の生徒が，自分のよさや可能性を認識す
るとともに，あらゆる他者を価値のある存在とし
て尊重し，多様な人々と協働しながら様々な社会
的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続
可能な社会の担い手となることができるようにす
ることが求められている。」とある。
　学びの専門家として学校教育を担う教員の養
成，キャリアステージに応じた研修等による資質
能力の向上は，我が国の最重要課題である。
　平成２０年１１月教育職員免許法施行規則が改正さ
れ，教職課程を履修する学生に対して「教職実践
演習」が新設・必修化された。「教職実践演習」
は，教育職員免許法施行規則第６条に「教職実践
演習は，当該演習を履修する者の教科に関する科
目及び教職に関する科目の履修状況を踏まえ，教
　平成２８年９月に本学の学生は「城西大学教職課程　履修カルテ」を提出した。この段階で，す
でに多くの学生が教育実習を経験し，「教育実習を通して学んだこと」（別添）を記入すると共に
個別面談で教育実習の成果や課題を報告している。学生は「履修カルテ」に，教科や教職科目の
履修状況と「必要な資質能力についての＜自己評価シート＞（１）～（６）」と「（総合的考察）
－教職実践演習開始前」も記入している。そこで，３６名の＜自己評価シート＞（１）～（６）と
「（総合的考察）－教職実践演習開始前」について，学んだこと・課題を確認し，自己評価は平
均値を求め履修の状況や傾向を見た。合わせて教育実習後の面談での課題の解決を目指し，２８年
度４回の教職実践演習（教科「理科」）を計画した。教職実践演習は模擬授業を中心に行うと共
に，各回において「私の教材研究」等のテーマを決め学生の考えを報告し合い，それぞれの学生
の経験から得たものを共有した。
　教職実践演習実施後，学生は＜総合評価＞教職実践演習を受けて（学生記載）を記入し，「履
修カルテ」の＜自己評価シート＞（５）～（６）については再度自己評価を行い，学んだこと・
課題を確認し，平成２９年１月「履修カルテ」を再提出した。そこで再提出の「履修カルテ」を基
に成果と課題を確認し，それぞれの学生の資質能力の向上を目指し，１月～２月に全員の個別面
談を実施した。以下は教職実践演習の概要である。
要　　旨
キーワード：教職実践演習，履修カルテ，自己評価，模擬授業
実践報告
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員として必要な知識技能を修得したことを確認す
るものとする」とある。これらを踏まえ，平成２５
年度より本学では「教職実践演習」を行ってお
り，筆者は教科「理科」を４年間担当してきた。
ここでは平成２８年度の理学部化学科・薬学部の教
職実践演習の受講者，３６名における「教職実践演
習」についての概要及び成果を報告するととも
に，今後の課題について考察する。
２．実践内容
２－１「城西大学教職課程履修カルテ」について
　本学の「履修カルテ」の内容
　・　個票
　教職課程を履修する理由として　（履修カルテ
には文章での表記であるが内容を要約すると）
よい先生との出会い（１４）　理科の楽しさを伝えた
い（５）　教えることが楽しい（４）　子どもが好き
・学校が好き（４）　小学校の頃からの夢（３）　
「教え方」に関する同級生の賞賛のことば（３）　
等のように，よい先生との出会いや教科の楽し
さ，教えることの楽しさ等の経験や子どもが好き
という人間性が履修の理由になっている。（学生
数）
　・　関連科目の履修状況
　・　教職関連科目履修状況
　・　教科に関する科目の履修状況
　・　履修カルテ　＜自己評価シート＞（１）～
（６）
　・　必要な資質能力についての自己評価（総合
的考察）－教職実践演習開始前
　・　履修カルテ＜総合評価＞教職実践演習を受
けて（学生記載）である。
　平成２８年９月提出時
　履修カルテ＜自己評価シート＞（１）～（６）
に示されている（１）～（７）の必要な資質能力
についての自己評価の平均は下記のとおりであ
る。（自己評価は，１，２，３，４，５の５段階）
　（１）～（７）の必要な資質能力についての自
己評価の平均を見ると
⑷　「コミュニケーション」は自己評価の平均が
４.１５である。「コミュニケーション」は，「発達段
階に対応したコミュニケーション」「共感的理解」
「公平・受容的態度」「社会人としての基本」の
４項目からなり，その中の「共感的理解」（生徒
の声に耳を傾け共感的態度で接することができ
る。）の自己評価の平均は，４.３１と高く，多くの
学生が，介護等体験実習や教育実習で生徒等との
コミュニケーションが良好であったと考えている
ことがわかる。
⑺　「課題探究」は，自己評価の平均が４.０７であ
る。「課題探究」は「課題認識と探究心」「教育時
事問題」の２項目からなるが，「課題認識と探究
　必要な資質能力についての自己評価 平均
⑴必要な資質能力についての自己評価「学校教育についての理解」 ３.８２
⑵必要な資質能力についての自己評価「生徒についての理解」 ３.８６
⑶必要な資質能力についての自己理解「他者との協力」 ３.９５
⑷必要な資質能力についての自己評価「コミュニケーション」 ４.１５
⑸必要な資質能力についての自己評価「教科・教育課程に関する基礎知識・技能」 ３.６４
⑹必要な資質能力についての自己評価「教育実践」 ３.５６
⑺必要な資質能力についての自己評価「課題探究」 ４.０７
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心」（自己の課題を認識し，その解決に向けて，
学び続ける姿勢を持っていますか。）については
自己評価の平均が，４.４４と高く，２０名の学生が自
己評価５＝とてもよくあてはまると回答してい
る。「教育時事」は自己評価の平均が３.６９と課題
であり，第４回の教職実践演習で指導することに
した。
⑸「教科・教育課程に関する基礎知識・技能」
は，自己評価の平均が３.６４である。「教科・教育
課程に関する基礎知識・技能」は７項目からなる
が，「教科書・学習指導要領」についての自己評
価が低いことから第１回で指導した。
⑹「教育実践」は，自己評価の平均が３.５６と他の
項目に比べ低いことを示した。「教育実践」は６
項目からなるが，「授業構想力」については，第
３回で取り上げた。そして「教育実践」は１～４
回の模擬授業の実践や参観を通して学生が学べる
よう，学生は資料を作成し模擬授業を行い実施後
は振り返りを行った。
　以下＜自己評価シート＞（１）～（６）の項目
内容と自己評価である。
城西大学教職課程　履修カルテ〈自己評価シート〉（１）
（１）必要な資質能力についての自己評価（学校教育についての理解）
項　目 指　標
主として
対応する科目
自己評価
教職の意義
教職の意義や教員の役割，職務内容，生徒
に対する責務を理解している。
教職論 ３.９２
教育の理念・教育史・思想の
理解
教育の理念，教育に関する歴史・思想につ
いての基礎理論・知識を習得している。
教育原理
教育史
３.８０
学校教育の社会的・制度的・
経営的理解
学校教育の社会的・制度的・経営的理解に
必要な基礎理論・知識を習得している。
教育制度 ３.７５
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（３）必要な資質能力についての自己評価（他者との協力）
項　目 指　標
主として
対応する科目
自己評価
他者意見の受容
他者の意見やアドバイスに耳を傾け，理解
や協力を得て課題に取り組むことができ
る。
教育相談 ４.０８
保護者・地域との連携協力
保護者や地域との連携・協力の重要性を理
解している。
教育相談 ３.８９
共同授業実施
他者と共同して授業を企画・運営・展開す
ることができる。
教育実習 ３.８１
他者との連携・協力
集団において，他者と協力して課題に取り
組むことができる。
教育相談
教育実習
４.１９
役割遂行
集団において，率先して自らの役割を見つ
けたり，与えられた役割をきちんとこなす
ことができる。
学内外の
諸活動
３.７８
城西大学教職課程　履修カルテ〈自己評価シート〉（２）
（２）必要な資質能力についての自己評価（生徒についての理解）
項　目 指　標
主として
対応する科目
自己評価
心理・発達論的な子ども理解
生徒理解のために必要な心理・発達論的基
礎知識を習得している。
教育心理学　
介護等体験実習
４.１４
学習集団の形成
学習集団形成に必要な基礎理論・知識を習
得している。
生徒指導 ３.５０
学習意欲を高める教育方法
生徒の学習意欲を高める様々な授業形態
（または教育方法）についての知識を習得
している。
教育心理学
教育方法
３.８６
子どもの状況に応じた対応
いじめ，不登校，特別支援教育などについ
て，個々の子どもの特性や状況に応じた対
応の方法を理解している。
教育心理学
生徒指導
教育相談
介護等体験実習
３.９４
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城西大学教職課程　履修カルテ〈自己評価シート〉（３）
（４）必要な資質能力についての自己評価（コミュニケーション）
城西大学教職課程　履修カルテ〈自己評価シート〉（４）
（５）必要な資質能力についての自己評価（教科・教育課程に関する基礎知識・技能）
項　目 指　標
主として
対応する科目
自己評価
発達段階に対応した
コミュニケーション
生徒たちの発達段階を考慮して，適切に接
することができる。
介護等体験実習
教育実習
４.０３
共感的態度
生徒の声に耳を傾け，共感的態度で接する
ことができる。
介護等体験実習
教育実習
４.３１
公平・受容的態度
生徒の一人一人の個性を尊重し，公平で受
容的な態度で接することができる。
介護等体験実習
教育実習
４.１４
社会人としての基本
挨拶，言葉遣い，服装，他の人への接し方
など，社会人としての基本的な事項が身に
ついている。
教育実習
介護等体験実習
学内外の諸活動
４.１４
項　目 指　標
主として
対応する科目
自己評価
理科
これまで履修した理科教育分野の科目の内
容について理解している。
教科に関する
科目
３.９２
教科書・学習指導要領
教科書や中学校／高校学習指導要領（理科
編）の内容を理解している。
教科教育法
教材研究
３.５８
教育課程の編成に関する基礎
理論・知識
教育課程の編成に関する基礎理論・知識を
習得している。
教科教育法
教育課程論
３.５６
道徳教育・特別活動
道徳教育・特別活動の指導法や内容に関す
る基礎理論・知識を習得している。
道徳教育論
特別活動論
３.５８
総合的な学習の時間
「総合的な学習の時間」の指導法や内容に
関する基礎理論・知識を習得している。
教育課程論 ３.５６
情報機器の活用
情報教育機器の活用に係る基礎理論・知識
を習得している。
情報機器の操作
に関する科目
教育方法
３.６７
学習指導法
学習指導法に係る基礎理論・知識を習得し
ている。
教科教育法
教育方法
教育実習
３.６１
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（８）（総合的考察）
　　　－教職実践演習開始前（学生記載）
　学生はそれぞれの課題を解決し資質能力を向上
させること。そして目指す授業ができるように，
①たくさんの人の話を聴く，②教材研究を行う，
③生徒理解を深める，④発問を工夫する，⑤板書
の仕方，指名の仕方を工夫する等自分を磨くため
に教職実践演習に臨むことの意欲や意気込みが記
城西大学教職課程　履修カルテ〈自己評価シート〉（５）
（６）必要な資質能力についての自己評価（教育実践）
城西大学教職課程　履修カルテ〈自己評価シート〉（６）
（７）必要な資質能力についての自己評価（課題探究）
項　目 指　標
主として
対応する科目
自己評価
教材分析能力 教材を分析することができる。 教材研究 ３.９４
授業構想力
教材研究を生かした理科の授業を構想し，
子どもの反応を想定した指導案としてまと
めることができる。
教科教育法
教育実習
３.４４
教材開発力
教科書にある題材や単元等に応じた教材・
資料を開発・作成することができる。
教材研究 ３.５８
授業展開力
生徒の反応を生かし，皆で協力しながら授
業を展開することができる。
教育実習 ３.７８
表現技術
板書や発問，的確な話し方など授業を行う
上での基本的な表現の技術を身に付けてい
る。
教育実習 ３.６９
学級経営力 学級経営案を作成することができる。 教育実習 ２.９２
項　目 指　標
主として
対応する科目
自己評価
課題認識と探究心
自己の課題を認識し，その解決にむけて，
学び続ける姿勢を持っていますか。
全科目 ４.４４
教育時事問題
学校教育における新たな課題や，教育制度
・法律の改正に関心を持ち，自分なりに意
見を持つことができていますか。
全科目 ３.６９
入されていた。その例として２名の学生の記載内
容を以下に示した。それを受け，第１回の教職実
践演習では記載内容と課題の解決，資質能力の向
上を目指し，学生の意欲を大切にし教職実践演習
を行うことを伝えた。
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回 　　　教職実践演習の内容
１
１　はじめに　　　　　　　　教職実践演習の趣旨等
２　教職課程を履修した理由　３６名の教職履修の理由等について
３　免許状　　　　　　　　　免許状の種類　有効期間の満了の日　免許講習等
４　「履修カルテ」より　　　　必要な資質能力についての自己評価の概要・課題等
５　模擬授業と研究授業　　　資料を作成し全員が模擬授業を行う。他の学生は授業につい
て評価しコメントする。模擬授業後の振り返り。
６　学習指導要領について　　新学習指導要領全面実施について
　　　　　　　　　　　　　　中央教育審議会の審議のまとめ
７　「私の教材研究」について　「教材研究」についてまとめる。第２回の教職実践演習時に
発表する。（３－３－３　資料Ａ「私の教材研究」参照）
８　連絡事項
２
１　はじめに
２　「私の教材研究」　　　　　各学生の「私の教材研究」について知り，経験を共有する。
３　生徒が生き生きと学ぶ授業　　　（１）　生徒一人一人の理解
　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）　十分な教材研究　　①教材の内容を十分理解
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②生徒の反応を予測
４　「履修カルテ」より　　（５）「教科・教育課程に関する基礎知識・技能」に関する指導
　　　　　　　　　　　　　（６）「教育実践」について指導
５　模擬授業　　　　　　　資料を作成し全員で模擬授業を行う。他の学生は授業について
評価しコメントする。模擬授業後の振り返り。
６　新学習指導要領　　　　アクティブ・ラーニングの視点での授業改善
７　「分かる授業」のための工夫・改善とは　　左記のテーマについて考えをまとめる。
（３－３－３　資料Ｂ「分かる授業」のための工夫・改善　参照）
８　連絡事項
２－２　平成２８年度　教職実践演習の内容
を理解し，様々な教育の場面に活かせるように
教育時事にも関心を持ち続けます。今回の教職
実践演習において，グループ討議で様々な人の
意見を受け入れ，学校現場に出た際の指導に活
かせるように自分の意見をしっかり持ちたいと
思います。更に模擬授業や研究授業では，他の
人の良い所は自分の授業に取り入れ，良くない
所はしっかり指摘してお互いによい授業ができ
るように意見の交換をしていきたいです。（Ｉ
・Ａ）
・教師には，専門的な知識，学び続ける力，広
い教養，豊かな人間性が必要だと思います。生
徒一人ひとりのことを考え，分かり易い授業を
行いたいです。教育実習を経て私は成長するこ
とができましたが，課題も多く見つかりまし
た。専門的な知識，教育時事等をもっと勉強し
て必要な資質能力を高めていきたいです。（Ａ
・Ｎ）
・変化の激しい時代に対応するために学校教育
における新たな課題や教育制度，法律の改正等
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善の視点を明確にする。（後添資料１－４）
２－３－２　模擬授業を終えて
　模擬授業後の学びをまとめ，個人面談時に配布
し，学生の学びと共に成果を共有した。
・他の人の授業を見学すると色々なことが分か
る。自分の授業の改善点は，テンポが悪いこ
と。発問や授業の組み立て，板書の仕方やタイ
ミング等，人それぞれだと思った。自分に合う
ものは真似して，自分のオリジナルの授業がで
きるようにしたいと思う。たくさんのことが吸
収できた。（Ｉ・Ｋ）
・教育実習後，しばらく間が空いての授業にな
ったが，実習前よりも自分自身が，楽しみなが
ら授業ができたように感じた。また実習を経て
３
１　はじめに
２　「分かる授業」のための工夫・改善　　各学生の「分かる授業」のための工夫・改善を
知り，共有する。
３　「よい授業」を展開するために　①授業の組み立て　②学習意欲を喚起する手立て
　　　　　　　　　　　　　　　　　③指導技術の練磨　④良い点を認め生かす指導
４　模擬授業
５　「理科の教員に求められる資質能力」とは　左記のテーマについて考えをまとめる。
（３－３－３　資料Ｃ「理科の教員に求められる資質能力」とは　参照）
６　連絡事項
４
１　はじめに
２　「理科の教員に求められる資質・能力」について　　各学生の考えを知り，目標と努力
事項を明確にする。
３　「理科」指導の重点　　　　　　　　中学校　高等学校の「理科」について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県教育委員会　「指導の重点・努力点」等
４　模擬授業
５　「信頼される教師」であるために　　　　左記のテーマについて考えをまとめる。
（３－３－３　資料Ｄ　「信頼される教師」であるために　参照）
６　情報の収集と資料の活用
　　（１）　教育情報を収集し，教育の動向について正しく理解しておくこと
　　　　　中央教育審議会答申　「……教員の資質能力の向上について」
　　　　　　　　　　　　　　　「チームとしての学校のあり方と……」
　　　　　　　　　　　　　　　「……効果的な教育システムの構築……」
　　　　　　　　　　　　　　　「……高大接続の実現に向けた高等学校教育，大学教
　　　　　　　　　　　　　　　育……」
　　　　　教育課程企画特別部会「論点整理」
７　連絡事項　
２－３　模擬授業等について
２－３－１　模擬授業の進め方
　模擬授業では，「教職実践演習」（後添資料１－
３）を作成し「本時の目標」「板書」「主な発問」
等を工夫し全員が模擬授業を行い，他の学生から
授業について感想，よかった点，改善点の意見を
もらう。それを基に「授業を終えて」を記入し提
出させた。
　「模擬授業について」に模擬授業について参観
者は授業に関する意見等をメモする。（後添資料
１－２）
　付箋に記入された参観者からの模擬授業に関す
る意見を基に授業者は振り返りを行い，授業の改
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自分の気づかないところで自信がついたように
感じることができた。しかし，状況に応じての
対応等まだまだ足りないと思った。（Ｏ・Ｓ）
・時間配分が合わない。黒板の大きさに合わせ
た書き方ができない。説明の方法や授業の流れ
等も。回数をやり続けることが重要なのだと思
った。質問の方法も工夫をして変えたい。模擬
授業では，やりたいことを詰め過ぎた気がす
る。もっとコンパクトにまとめたい。（Ｓ・Ｔ）
・それぞれ生徒に分かり易い授業展開でした。
その中で視覚に訴える方法として図やパワーポ
イント，黒板に貼れるような模型を使っていた
のが，印象的でした。生徒に分かり易く，また
理解しやすくする為には，視覚的に捉えさせる
ことが効果的であると思いました。（Ｎ・Ｙ）
・久しぶりの授業で緊張しました。本当は，ア
リストテレスの話とか歴史的背景も伝えながら
と考えていましたが，できませんでした。緊張
もあり，下調べとか本当にきちんと行わないと
できないけれど，人の前に立って何かを伝える
のは楽しいなと改めて感じました。（Ｉ・Ｓ）　
等。
２－３－３　各テーマに関する記述
　第１回～第４回の各テーマに関する学生の記述
内容は下記である。
　資料Ａ　　第１回　教職実践演習　テーマ
「私の教材研究」について
・教科書を読み，生徒がどう考えるか考えなが
ら，生徒が間違えそうなところをチェックす
る。参考書を読み，授業を進める際のポイント
をつかむ。実験を行い，詳しく話すところやイ
メージがつかめるようにする。他の表現方法，
内容をインターネットや本で調べ，おもしろそ
うなものを取り入れる。（Ｋ・Ｍ）
・生徒の反応を考えて発問を考えるか。同じ指
導過程でも日によって変わるので，何度も何度
も教材研究する。分からないこと，理解が足り
ない部分はよく調べ理解を深める。（Ｉ・Ｎ）
・一つ一つポイントを整理し指導案を組み立て
る。教科書で足りない時は，参考書を３～５冊
ほど持ち出し比較して資料をつくり配布した。
生徒が疑問に感じることを中心に教材研究し
た。（Ｓ・Ｒ）
・教える部分だけでなく，その単元の全体を歴
史的背景も踏まえ深く理解する。「理科を教え
る」ではなく，「理科で教える」を意識するよ
うにする。（Ｉ・Ｓ）　　等
　資料Ｂ　　第２回　教職実践演習　テーマ
「分かる授業」のための工夫・改善
・生徒の疑問を深めて実験により確認すること
で理解が深まる。身近な例や実物を使うとイメ
ージしやすい。（Ｉ・Ａ）
・生徒が疑問に思うことを考えながら，授業を
組み立てる。（Ｏ・Ｒ）
・生徒が既に持っている知識・経験をいかに授
業内に入れて，新しい知識と結びつけられる
か。結びつけば，生徒は理解し易くなる。（Ｓ
・Ｔ）
・生徒の反応が悪い時は，教師の発問が悪い。
問い方を変えて生徒の答えで授業を進めること
が大事だと思った。（Ｔ・Ｙ）
・目標を明確にする。生徒を参加させる。生徒
に考えさせる。（Ｉ・Ｋ）
・ただ教科書を読み板書するだけで，理解でき
る生徒は少ない。色々な教材を用いて理解させ
る。例えば生体を構成するタンパク質では，
「ニュートン」という雑誌を用いた。（Ｔ・Ｍ）　
等
　資料Ｃ　　第３回　教職実践演習　テーマ
「理科の教員に求められる資質能力」とは
・生徒の言葉をよく聞き，顔をよく見て，何が
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求められているのか，どのようなことを思って
いるのか分かってあげようと努力する姿勢。知
識が豊富であること。生徒と一緒に学ぼうとす
る姿勢。生徒を理解すること。生徒の発言に柔
軟に対応できること。（Ｋ・Ｍ）
・研修の精神。突き詰めるという意味では研究
と同じ。（Ｔ・Ｙ）
・実験など危険なこともあるので，周りを見渡
せる注意力。生徒が自分から疑問をもってくれ
るような授業をする力。（Ｈ・Ｓ）
・理科の知識を持っていて，そのことを生徒の
もっている小学校や日常の知識と合わせて話を
組み立て展開できる力。（Ｓ・Ｔ）　等
・ＩＣＴ機器を利用し，視覚的・聴覚的に感じ
させる。アクティブラーニングの視点での授業
が行えること。社会や地域と絡めることにより
興味を持たせること。（Ｍ・Ｔ）　等
　
　資料Ｄ　　第４回　教職実践演習　　テーマ
「信頼される教師であるために」　
・授業は分かり易く，生徒指導もしっかりや
る。学び続ける姿勢を忘れない教師。（Ａ・Ｎ）
・授業の一つ一つを真剣に行い，生徒に対して
嘘をいわない誠実な人間であること。（Ｕ・Ｈ）
・常に真面目に話すこと。悪いことをしっかり
注意して，生徒から不公平感を抱かれない。
（Ｋ・Ｒ）
・生徒に分かり易い授業をすること。分かりに
くくても一生懸命伝える努力をすること。姿勢
が伝われば生徒はついてくると教育実習からも
学んだ。（Ｓ・Ｒ）
・努力していることは生徒にも伝わり信頼され
ると思う。授業，部活，保護者との関わり，配
布物等。生徒は全てみていると思う。（Ｔ・Ｔ）
・生徒が分からないことを，しっかり解消する
ことによって信頼されるのではないだろうか。
またどれだけ生徒の為に尽くせるかだと思う。
（Ｎ・Ｙ）
・生徒の話をよく聞く。生徒と同じ目線に立
つ。生徒としっかり目を合わせて笑顔で挨拶す
る。「ありがとう。」「ごめんなさい。」を素直に
言える。生徒の手本となるよう行動できる。
（Ｋ・Ｍ）
２－４　「履修カルテ」にみる教職実践演習の
　　　　効果
２－４－１　「教職実践演習」後の学生の
　　　　　　自己評価
　＜自己評価シート＞（５）と（６）における，
平成２８年９月と２９年１月（受講前と受講後）の自
己評価の変化を下記にまとめた。平均してみる
と，（５）が３.６４→３.７１，（６）が３.５６→３.６９と，そ
の評価はどちらも上がっている。項目別にみても
（表参照），（５）の総合的な学習の時間以外はす
べてプラス評価であった。
（５）必要な資質能力についての自己評価（教科
・教育課程に関する基礎知識・技能）
項　目
平成２８年
９月
平成２９年
１月
理科 ３.９２ ４.０３
教科書・学習指導要領 ３.５８ ３.６４
教育課程の構成に関す
る基礎理論・知識
３.５６ ３.５８
道徳教育・特別活動 ３.５８ ３.６９
総合的な学習の時間 ３.５６ ３.５６
情報機器の活用 ３.６７ ３.７８
学習指導法 ３.６１ ３.６９
65
本学における「教職実践演習（理科）」の概要と課題
（６）必要な資質能力についての自己評価（教育
実践）
項　目
平成２８年
９月
平成２９年
１月
教材分析能力 ３.９４ ４.００
授業構想力 ３.４４ ３.５８
教材開発力 ３.５８ ３.７５
授業展開力 ３.７８ ３.９４
表現技術 ３.６９ ３.９４
学級経営力 ２.９２ ２.９４
　それらの評価を個別に見るために，受講後に評
価が上がった（＋評価），変化なし，評価が下が
った（－評価）に分け，その学生数を調べた（表
及びグラフ）。（５）では７項目について自己評価
が＋になった学生は延べ２９名，自己評価が－の学
生は１２名であった。（６）では６項目について自
己評価が＋の学生は延べ２１名，－の学生は３名に
なった。特に表現技術「板書や発問，的確な話し
方など授業を行う上での基本的な表現の技術を身
に付けている」は７名が＋であり，模擬授業の実
施や参観等により多くの学生が自信をつけたこと
が伺える。
　自己評価の高くなった学生の実人数は１５名，自
己評価の低くなった学生の実人数は４名であっ
た。自己評価が低くなった学生は，「学べば，学
ぶほど，自分に足りないものが見えてくる。」「情
報教育機器の活用等課題が見えた。」と記述して
いる。自己評価が低くなった４名について個別面
談を行い，今後の学び方について指導した。
（５）必要な資質能力についての自己評価　（教科・教育課程に関する基礎知識・技能）の変化
項　目 ＋評価（人数） 変化なし（人数） －評価（人数）
理科 ６ ２８ ２
教科書・学習指導要領 ５ ２９ ２
教育課程の構成に関す
る基礎理論・知識
３ ３１ ２
道徳教育・特別活動 ６ ２９ １
総合的な学習の時間 １ ３３ ２
情報機器の活用 ５ ２９ ２
学習指導法 ３ ３２ １
教科・教育課程に関する基礎知識・技能
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２－４－２　総合評価に見る学生の学び
　課題を持ち意欲的に取り組んだ教科（理科）の
４回の教職実践演習の模擬授業や意見交換は充実
したものであった。＜総合評価＞教職実践演習を
受けて（学生記載）は下記である。
・教職実践演習では，たくさんの同級生の授業
を見ることができました。プレゼンテーション
ソフトを用いて地学の授業でクイズを出した
り，結合を表すために見た目を変化させたり，
理科の授業での課題である座学でも生徒を引き
付ける方法を学べて良かったです。発熱・吸熱
反応をカイロや瞬間冷却パットを作成したとい
う発表もあり身の回りのものを用いているため
生徒が興味を示してよいと思いました。実験で
は生徒がけがをしないように注意点の確認のた
めにも予備実験が大切であることを改めて感じ
ました。授業展開は流れるような授業がよいと
思いました。教師がつかえてしまうと生徒が不
安になります。しっかりとした準備，元気のよ
さ，声のボリュウムや緩急があると更に生徒を
引き付けると学びました。（Ｍ・Ｔ）
・教職実践演習を受けて，教育実習に行く前と
比べると格段に模擬授業がうまくなっているの
が分かった。一人ひとりが自分の持ち味や教育
実習で学んだことを活かして授業を行うことに
よって生徒を引き込む魅力的な授業を展開して
いる。短い期間であったが，実習にひた向きに
努力し前向きに教育実習に取り組んだ成果だと
私は思う。現場の先生方から見ればまだまだ未
熟な点も多く及第点をもらえるかどうかも分か
らないが，教育実習を通して得たもの，教職実
践演習で得たものを大切にし，更なる研鑽を積
んでいけたらと思う。（Ｎ・Ｙ）
・模擬授業では，同じように教育実習に行った
同期が，どんな風に何を考え何を目標として授
業を行ったか全員の模擬授業が見られ刺激にな
（６）必要な資質能力についての自己評価（教育実践）
項　目 ＋評価（人数） 変化なし（人数） －評価（人数）
教材分析能力 ２ ３４ ０
授業構想力 ３ ３３ ０
教材開発力 ３ ３３ ０
授業展開力 ４ ３１ １
表現技術 ７ ２８ １
学級経営力 ２ ３３ １
教育実践
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平成２８年度 平成２９年度
９月　　　「履修カルテ」提出
　　　　　　↓
１１～１２月　教職実践演習
　　　　　　↓
１月　　　「履修カルテ」提出
　　　　　　↓
２月　　　個人面談　
９月　　　「履修カルテ」提出
　　　　　↓　　課題確認と改善策検討
　　　　　　　※１模擬授業評価表作成
１１～１２月　教職実践演習
　　　　　↓　　教職実践演習模擬授業考察
　　　　　　　※２模擬授業評価表修正
１月　　　「履修カルテ」提出
　　　　　↓
２月　　　４年生から３年生へ
　　　　　　　※３「模擬授業について」発表
　　　　　↓
２月　　　個人面談
※１　※２　※３は学生が教職課程センターで自主的に行う活動である。
りました。自分に足りなかったことや実習で他
の人は教わっていないこと，学べなかったこと
が，他の人との違いを通して感じられ改めて自
分は実習を通して何を学び何を得ることができ
たのか考えるよい機会になりました。（Ｉ・Ｓ）
・教職実践演習は良い刺激になった。みんなの
模擬授業を見て実習前後の成長を感じた。誰の
ために授業を行うのか。何を学ばせるのか考え
て試行錯誤を繰り返した授業の集大成を見て勉
強になった。また自分の授業を見てもらい同年
代の人に評価された経験は貴重なものとなっ
た。生徒の意見を大切に生徒と創る授業を行い
たいと考えていたのでみんなに伝わったことは
嬉しかった。広い視野と深い知識は充実した授
業を行う上で大切だと再確認できた。（Ｔ・Ｙ）
　上記以外の学生が学んだことについて記述内容
を一言で要約すると①板書・発問等の表現技術②
分かり易い授業を実践するための展開の工夫③教
師の在り方④自分の模擬授業についてのアドバイ
ス⑤良い授業を行うための授業計画⑥授業の組み
立て⑦授業についての評価の方法と改善⑧授業時
のプリントの活用⑨コミュニケーションの方法⑩
時間配分や雰囲気づくり⑪教師の責任と決意⑫教
師の一日とあるべき姿⑬自分の模擬授業の良いと
ころと改善点⑭準備の大切さ⑮教育実習でそれぞ
れが受けた指導の内容⑯生徒の実態を踏まえた授
業の大切さ⑰指導案の書き方等実践的な体験⑱教
師間の連携の仕方⑲教材・教具の工夫等である。
また履修カルテを書いてこの４年間で学んだこと
の多さを実感し，今後もしっかり学び続けたいと
いう時間になったと記述している。それぞれが教
職実践演習を通して多くのことを学んでいること
が分かる。
３　成果と課題
　教職課程を履修している学生は「授業をどのよ
うに組み立てて行ったらよいのか」など，教育実
習に対する不安は多い。そこで化学科ではそれら
の不安を少しでも解消できるように３年次に「化
学教育演習Ⅰ」を専門選択科目として開講してい
る。筆者がこの科目を担当するようになってか
ら，この講義で積極的に模擬授業や場面指導を取
り入れ，指導してきた。その流れを受け継ぎ，学
生は教育実習前に自主的に声を掛け合い模擬授業
を行っている。回数は数回～１０回程度で実施回数
は本人が決めている。それぞれの模擬授業では相
互に生徒役になり，授業の展開，発問，板書，教
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材，教具について意見を交換している。互いに意
見を述べ，授業者もそれを参考に授業を改善し再
度模擬授業を行う。学生はそれぞれが準備をして
教育実習に行くが，大学生を生徒としての模擬授
業と実際の学校の違いに戸惑い，自分の教材研究
不足や指導力不足を痛感している。
　教育実習後全員に「教育実習を通して学んだこ
と」（別添）を基に個別面談を行うが，報告から
学生が教えることの難しさ，遣り甲斐等，教職に
ついてたくさんのことを学び，成長していること
を実感する。教育実習はそれぞれの学生のかけが
えの無い時間と経験であり学生からの報告を聴く
時間は極めて充実した時間で，筆者が指導につい
て振り返り課題を確認する時間ともなる。
　本学の学生は自己評価にも見られるように学ぶ
意欲が高い。意欲を大切に資質能力を高め，信頼
される教師を育成することが求められている。本
学の学生は下級生との関係も極めて良好である。
大学院の学生は，４年生と一緒に模擬授業に参加
しアドバイスをする。４年生は３年生に教育実習
の体験を話し模擬授業を行い，質問にも丁寧に答
えてくれる。それが数年続いている。学生は「自
分達も先輩からたくさんのことを教えていただい
た。今度は自分たちの番だ。」とよく口にする。
共に学ぶことは，上級生も下級生もそれぞれの資
質を向上させることになる。
　平成２９年度は教職課程センターを利用し日常の
中で生徒が模擬授業や研究協議，教材研究を行う
ことが可能であり，教職実践演習開始前も教職実
践演習後も継続して学ぶことができる。そこで教
職実践演習を上記のように改善したいと計画して
いる。
　教育は「ていねいさ」であるとかつて指導を受
けた。「その一人」と向き合い最善を尽くすこ
と，常に生徒に声をかけ励ますこと，教師の遣り
甲斐と喜び，教師は常に学ぶことを学生に伝えて
いる。
　教師には，自己の使命の自覚と，絶えず研究と
修養に励み，その職責の遂行が求められる。
　教師もアクティブ・ラーニング（主体的・対話
的で深い学び）の実現である。
　学生は教師になりたいと思っている。「教育実
習」「履修カルテ」「教職実践演習」で一人一人の
学生について課題を確認し指導すると共に，何を
身に付け，何ができるかようになったか，何がで
きるようになることが求められているか，学生と
振り返り次の目標を設定している。
　平成２９年度「理科教育法」は毎時間ごとに，学
生が自己評価を行い，筆者は自己評価から内容に
ついての理解の様子や技能の習得について確認を
行っている。
　「教育実習」では，今までの取り組みに加え新
たに教職課程センターを活用し，教育実習を経験
した同学年の学生が，都道府県別に教育実習の成
果や指導案の様式を，教育実習を控えた同学年の
学生に伝達し，その後多くの学生で模擬授業につ
いて協議を行っている。事前に県の様式に基づく
指導案が作成でき，模擬授業を行い教育実習に臨
めるため，学生が充実した教育実習を行ってい
る。
　日々の取り組みを大切に，学生の資質能力の向
上を目指し「理科教育法」「教育実習」「教職実践
演習（理科）」を充実する。そして「履修カル
テ」から見える課題を確認し，常に計画・実践・
評価の見直しと改善を行い，求められる「信頼さ
れる教師」を養成していきたいと考えている。
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